
　
竹
間
沢
に
人
形
芝
居
が
伝
わ
っ
た

の
は
、
約
１
３
０
年
前
。
竹
間
沢
の

前ま
え
だ
さ
き
ち

田
左
吉
さ
ん
の
も
と
に
、
人
形
芝

居
座
元
の
六
代
目
「
薩さ

つ
ま
わ
か
だ
ゆ
う

摩
若
太
夫
」

の
長
女
・
て
い
さ
ん
が
嫁
い
で
き
た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

竹
間
沢
車
人
形
の
　
　

全
盛
と
衰
退

　
人
形
芝
居
の
伝
習
を
受
け
た
前
田

家
。
左
近
さ
ん
を
座
元
と
し
て｢

吉

田
三
芳
座｣

を
組
織
し
、
て
い
さ
ん

が
三
味
線
を
ひ
き
説せ

っ
き
ょ
う
ぶ
し

経
節
を
語
り
、

近
隣
の
村
々
や
遠
く
は
千
葉
県
・
神

奈
川
県
な
ど
各
地
を
興
行
。
明
治

19
年
に
息
子
の
信の

ぶ
た
だ忠

さ
ん(

芸
名
：

民み
ん
ぶ部)

が
二
代
目
座
元
に
な
る
と
、

興
行
は
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
大
正
時
代
に
な
る
と
、

浪な
に
わ
ぶ
し

花
節
や
新し

ん
ぱ
げ
き

派
劇
さ
ら
に
は
映
画
も

大
衆
化
し
、
興
行
数
は
減
り
、
や
が

て
人
々
の
記
憶
に
も
遠
い
も
の
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

車
人
形
の
灯
、
再
び

　
昭
和
46
年
に
県
の
調
査
で
前
田
家

の
納
戸
の
隅
に
置
か
れ
た
箱
か
ら
、

車
人
形
の
芝
居
用
具
が
ほ
と
ん
ど
欠

損
す
る
こ
と
な
く
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
大
正
10
年
に
最
後
の
興
行
が
行

わ
れ
て
か
ら
、
お
よ
そ
50
年
。
車
人

三芳中学校の授業で竹間沢車人形保存会
の車人形公演を目の当たりにし、「こん
な伝統芸能が三芳町にあるんだ。自分も
やってみたい」という思いが生まれまし
た。そんなときに、12 月 3 日の公演に
人形遣いとして参加できる機会があると
知り、応募し公演に向けて稽古中です。
実際にやってみると、ロクロ車に乗りな
がらの操作は思った以上に難しいです
が、楽しいです。地元の伝統芸能を守り
続けるため、これからもずっと車人形に
携わっていきたいです。

１池上喜雄さん演じる小
栗判官の父。機敏な動き
ができるのは車人形だか
ら。２入場券となる木札
や演目の台本。歴史民俗
資料館に展示中。３図書
館での公演。手の届く距
離で迫力の演技。

１ 2013 年に、東京フィルハーモニー交響楽団の首席チェ
ロ奏者の渡邉辰紀氏と車人形が異色の共演。「斬新な試み
で面白かった」と話す末吉豊隆さん（写真左）。人形遣い
として約 25 年の経験を持ち、里神楽でも活躍している。
２車人形の頭も里神楽の面と同様に手作り。前田家は代々
手先が器用だという。３竹間沢の集会所で行われている稽
古の様子。演技指導をする舞台監督も思わず熱が入る。

（写真上下）人形を３人で操る
従来のものを発展させた車人
形。一人ひとりが演じる人形の
表情は、まるで生きているかの
ようだ。本番では黒子に身を包
むので、演者の表情は見えない。

4代目家元の前田益夫さんが演
じる人形。悲しみの表情を作る
のに言葉は必要ない。

三
芳
町
の
伝
統
芸
能
を

楽
し
み
な
が
ら

守
り
続
け
た
い
。

形
を
演
じ
た
こ
と
の
あ
る
前
田
信の

ぶ
つ
ぐ次

さ
ん
と
近ち

か
しさ
ん(

民
部
さ
ん
の
長
男

と
次
男)

が
存ぞ

ん
め
い命
で
、
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
車
人
形
が
盛
ん
で
あ
っ
た

頃
の
こ
と
を
語
り
、　

翌
年
、
竹
間

沢
車
人
形
は
注
目
を
集
め
「
何
と
か

再
演
で
き
な
い
も
の
か
」
と
い
う
声

が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
目
が
不
自
由
に
な
っ
て
い
た
近
さ

ん
で
し
た
が
、
再
び
人
形
を
操
っ
て

み
た
い
と
い
う
熱
意
で
、
信
次
さ
ん

の
子
・
前ま

え
だ
ま
す
お

田
益
夫
さ
ん
、
地
元
の

池い
け
が
み
よ
し
お

上
喜
雄
さ
ん
と
共
に
練
習
の
日
々

を
重
ね
、
昭
和
47
年
６
月
18
日
に
復

活
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

魂
を
継
ぐ
者

　
現
在
、
竹
間
沢
車
人
形
保
存
会
は

14
人
。
コ
ピ
ス
み
よ
し
で
毎
年
公
演

を
行
う
ほ
か
、
町
内
の
小
中
学
校
に

出
向
き
演
技
を
披
露
。
さ
ら
に
チ
ェ

ロ
と
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
斬
新
な
取
り

組
み
も
行
う
一
方
、
コ
ピ
ス
み
よ
し

で
の
公
演
に
出
演
で
き
る
人
形
遣
い

を
募
集
し
、
稽
古
を
行
う
な
ど
、
後

継
者
育
成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
３
地
域
だ
け
残
る
車
人
形

の
一
つ
が
三
芳
町
に
あ
る
こ
と
は
、

誇
り
に
思
え
る
も
の
で
す
。
12
月
３

日
に
コ
ピ
ス
み
よ
し
で
公
演
を
行
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い（
Ｐ

11
に
詳
細
）。
■

車人形を受け継ぎ、現存するのは全国で、
埼玉県三芳町“竹間沢車人形”、東京都
八王子“八王子車人形”、東京都奥多摩
町川野“川野車人形”の３つのみ。人形
遣いがロクロ車に腰をかけ、人形を一人
で操る姿から車人形と呼ばれています。
少人数でも公演を行うことが可能にな
り、演出の幅が広く、テンポの速いもの
や激しい動きができることが特徴です。

車人形とは

甦
よみ が え

った、車人形。
日本に三芳町を含め３地域のみ現存する貴重な伝統芸能「車人形」昭和 47 年復活公演

大正 10年に最後の興行が行われてか
ら 50 年後の昭和 47 年 6 月 18 日。
半世紀ぶりに行われた復活公演当日は
「甦る郷土芸能」と報道され、町立中
央公民館（当時）は 200 人を超える
観客で満員に。あっという間の 2時
間だったと、当時の『広報みよし』は
振り返っています。

昭和 47 年復活公演

谷澤 啓祐さん（12）

竹間沢車人形保存会　人形遣い参加者

↑復活公演で人形を操る前田近さん。

三芳中学校１年

守り続けたい伝統芸能

竹間沢車人形保存会
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